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No.171　平成 24 年 3月15日発行

平成24年3月1日現在
15,354人
7,592人
7,762人
5,313戸

　
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
日
の
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

四
〇
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
功
績
が
あ
り
、
表
彰
さ
れ
た
、

団
体
・
個
人
の
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

❖
成
岡
百
合
子
　
様  

［
岸
町
］

　

岸
町
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
発
足
に
ご
尽
力
さ
れ
、
引
き
続

き
後
輩
へ
の
指
導
者
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
岸

町
内
の
高
齢
者
地
域
福
祉
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

❖
飯
塚
　
亘
　
様
　［
岸
町
］

　

道
悦
島
東
交
差
点
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
の
登
校
時
の
交

通
安
全
指
導
の
み
な
ら
ず
、
朝
の
挨
拶
・
声
掛
け
活
動
は
子

ど
も
達
か
ら
慕
わ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

❖
鈴
木
照
男
　
様
　［
岸
町
］

　

地
域
安
全
推
進
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
安

全
・
安
心
・
青
少
年
の
健
全
育
成
へ
の
貢
献
は
大
で
あ
り
、
又
、

岸
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結
成
に
あ
た
り
中
心
的
役
割
を

果
た
し
、
協
力
者
の
拡
大
並
び
に
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
に
尽
力

さ
れ
広
く
町
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

❖
静
岡
県
立
島
田
工
業
高
等
学
校
　
様
　［
阿
知
ヶ
谷
］

　

挨
拶
運
動
を
多
年
に
わ
た
り
実
施
し
、
地
域
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
共
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
主
催
等
の
諸
行
事
で
、
吹
奏
楽
の
演
奏
や
制
作
ロ
ボ
ッ
ト

の
展
示
な
ど
で
来
場
者
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

更
に
、
学
校
周
辺
の
川
ざ
ら
い
・
地
域
内
の
ゴ
ミ
拾
い
等
環

境
美
化
活
動
に
も
貢
献
さ
れ
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

❖
鈴
木
　
肇
　
様
　［
阿
知
ヶ
谷
］

　

阿
知
ヶ
谷
天
満
宮
の
隣
接
地
を
無
償
提
供
さ
れ
、
遊
具
が

設
置
で
き
、
地
域
住
民
か
ら
安
心
し
て
利
用
で
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
つ
く
り
に
感
謝
さ
れ
、
地
域
環

境
整
備
へ
の
貢
献
は
多
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

❖
青
島
秀
雄
　
様
　［
阿
知
ヶ
谷
］

　

阿
知
ヶ
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
や
除
草
剤
散
布
・
排
水

路
の
土
出
し
を
多
年
に
わ
た
り
行
う
と
共
に
、
少
年
野
球
の

た
め
の
竹
を
使
っ
た
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
更
に
は
ち
び
っ

こ
広
場
の
遊
具
の
管
理
・
塗
装
、
東
光
寺
谷
川
や
栃
山
川
の

清
掃
・
草
刈
り
、
並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
主
催
の
マ

ス
釣
り
大
会
の
河
川
整
備
を
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
整

備
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

❖
和
田
啓
江
　
様
　［
道
悦
二
丁
目
］

　

道
悦
島
自
治
会
保
健
委
員
在
任
中
か
ら
、
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
事
業
「
道
悦
ふ
れ
あ
い
の
会
」
の
運
営
に
長
年
携
わ
る
と

共
に
、
道
悦
島
地
区
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し
て
地
域
の
高

齢
者
福
祉
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
の
貢
献
は
多
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

❖
島
田
市
立
六
合
中
学
校
　
様
　［
道
悦
二
丁
目
］

　
『
地
域
と
共
存
し
、地
域
と
共
に
歩
む
中
学
校
』
を
目
指
し
、

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
生
徒
に
よ
る
河
川
堤
防
の
除
草
・
公

共
施
設
空
間
の
清
掃
等
に
全
校
生
徒
で
取
り
組
み
、
地
域
環

境
の
向
上
は
元
よ
り
河
川
環
境
美
化
活
動
（
Ｖ
Ｓ
活
動
）
を

多
年
に
わ
た
る
実
践
に
よ
り
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

育
ま
れ
、
地
域
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
委
員
会
主
催
の
諸
行
事
に
吹
奏
楽
の
演
奏
・
夏
祭
り

で
の
出
店
の
手
伝
い
等
は
雰
囲
気
作
り
に
貢
献
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

❖
鈴
木
国
彦
　
様
　［
道
悦
二
丁
目
］

　

六
合
中
学
校
通
学
路
に
お
い
て
毎
朝
、
生
徒
並
び
に
通
勤

者
の
交
通
指
導
に
多
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
そ
の
姿
勢
は

地
味
で
あ
り
ま
す
が
多
く
の
人
々
に
安
心
感
と
信
頼
感
を
与

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
が
後
身
に
続
く
た

め
に
も
青
少
年
の
健
全
育
成
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

❖
六
合
東
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
様
　［
東
町
］

　

常
に
団
員
同
士
の
融
和
と
兄
弟
愛
を
も
と
に
、
積
極
的
な

練
習
の
成
果
に
よ
り
、
地
区
内
外
に
お
け
る
試
合
成
績
は
優

位
に
あ
り
二
年
連
続
し
て
静
岡
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
優
秀
な
活
動
実
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
青

少
年
健
全
育
成
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

❖
東
町
桜
保
存
会
　
様
　［
東
町
］

　

地
区
内
に
あ
る
大
津
谷
川
の
両
岸
堤
防
の
桜
約
二
百
本
の

保
存
を
目
的
に
、
剪
定
や
消
毒
、
堤
防
の
草
刈
り
な
ど
永
年

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
地
域
の
景
観
維
持
に
多
大
な
る
貢

献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
桜
見
物
時
期
に
は
、
市
内
外
か
ら

も
多
く
の
見
物
者
が
来
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

❖
森
下
文
生
　
様
　［
阿
知
ヶ
谷
］

　

公
民
館
職
員
と
し
て
五
年
間
公
民
館
建
物
・
駐
車
場
の
管

理
・
生
け
垣
・
樹
木
の
手
入
れ
・
花
の
栽
培
な
ど
、
職
務
以

上
に
気
を
配
ら
れ
責
任
感
あ
る
仕
事
ぶ
り
や
対
応
は
来
館
者

を
は
じ
め
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
お
り
、
六
合
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
委
員
会
で
実
施
す
る
会
議
を
は
じ
め
諸
行
事
な
ど
で

の
準
備
や
片
付
け
は
、
委
員
会
の
活
動
の
充
実
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
、
退
職
後
も
駐
車
場
の
整
備
・
生
け
垣
の
手

入
れ
・
花
の
栽
培
等
環
境
の
整
備
に
努
め
ら
れ
来
館
者
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

❖
斉
藤
　
功
　
様
　［
道
悦
二
丁
目
］

　

菊
の
鑑
賞
時
期
に
な
る
と
六
合
公
民
館
の
玄
関
正
面
ホ
ー

ル
に
持
参
さ
れ
、
展
示
さ
れ
一
本
の
茎
か
ら
数
個
の
花
が
傘

を
開
い
た
よ
う
に
一
斉
に
咲
き
誇
っ
た
様
は
見
事
な
も
の
で
、

来
館
者
も
足
を
止
め
、
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
六
合
駅

に
も
展
示
さ
れ
Ｊ
Ｒ
利
用
の
方
々
か
ら
も
「
朝
か
ら
心
が
和

む
立
派
な
菊
だ
」
な
ど
と
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
老
人
部
会
の
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
会
」

に
も
展
示
さ
れ
、
環
境
美
化
並
び
に
雰
囲
気
づ
く
り
活
動
に

永
き
に
わ
た
り
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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六合小学校体育館で老人部主催の「六合地区いきいきクラブ大会」が開催されました。
会員１５０名ほどの参加で、役員として功績のあった8名の方が表彰されました。
講演は小池幸子様より「笑顔いっぱい！元気いっぱい！」の演題で笑顔の大切さの効果など、島田警察署からは
「最近の防犯事例と高齢者の交通事故の注意」での講話にみなさんうなずいて聞き入っていました。

「六合地区いきいきクラブ大会」 １１月１３日 ㈰

午後からは、アトラクションで各クラブの日頃の演技が披露され楽しい雰囲気の中終了となりました。
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昨夜来の雨も上がり、グランドゴルフ日和の中グランドゴルフ大会が開催されました。

参加者１４３名で、成績は下記のようになり秋晴れの半日を満喫していました。

「グランドゴルフ大会」 １１月２０日 ㈰

▲

男子

〈優　勝〉　仲川　晶蔵　（50）

〈準優勝〉　山本　勝美　（54）

〈第３位〉　藪崎　琴司　（54）

▲

女子

〈優　勝〉　山内　幸枝　（58）

〈準優勝〉　清水　晶子　（59）

〈第３位〉　増田きよ子　（54）

※12ホール２ラウンドの個人戦

※（　　）内はスコア

見事に50ｍのロングコースで
ホールインワンを出し、にっこり！
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午前８時３０分から阿知ヶ谷天満宮前の東光寺谷川で親子マス釣り大会が開催されました。
天候に恵まれ２５０名ほどの親子で釣りをはじめ、釣り大会のあと午前１０時半頃からセキを切ってつかみ取り
をするなど多くの参加者がそれぞれに楽しい時間を過ごしました。
天満宮の境内ではレクレーション部による綿菓子や豚汁の無料サービスなど、あけぼの健康グループのみなさ
んによる甘酒の無料サービスなどで釣り場所付近はにぎやかさいっぱいでした。

「マス釣り大会」 １１月２７日 ㈰
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「インディアカ大会」 ２４年２月５日 ㈰

体育振興部主催のインディアカ大会
が90余名の参加者で行われました。
日頃の練習の成果で各チームとも
白熱したゲームで大いに盛り上がり
楽しいひと時を過ごしました。

〈優　勝〉ホップ・ステップ・ジャンプ（岸町）
〈準優勝〉13-C 組（岸町）
〈第 3位〉東風（東町）
〈第 4 位〉東雲（東町）

「入学を祝う会」 ２４年２月１２日 ㈰

コミュニティー女性部主催で入学を
祝う会が開催されました。
本年新１年生になる幼児と父母の
方々200名余りの参加で、お話を聞
いたりゲームをしたりで楽しい一時
を過ごしました。



「島田工業高校の特色あるくくり募集」

今
年
で
三
年
目
を
迎
え

る
島
工
サ
イ
エ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
が
六
合
中
学
二
年

生
百
二
十
九
人
を
迎
え
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
左
記

の
よ
う
に
六
学
科
に
別
れ

て
、
一
人
ず
つ
実
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

こ
と
し
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
る
県
立
島
田
工
業
高
等
学
校

を
特
集
で
紹
介
し
ま
す
。

二
十
三
年
八
月
に
自
主
防
災

組
織
ご
と
に
行
わ
れ
た
阿
知
ヶ

谷
地
区
の
防
災
訓
練
に
は
、
電

子
機
械
科
三
年
生
が
研
究
課
題

で
取
り
組
ん
だ
イ
ン
パ
ル
ス
消

火
器
の
公
開
と
消
火
実
験
を
行

い
、
今
年
一
月
に
は
六
合
小
学

校
と
の
交
流〝
電
子
機
械
科 

出

前
事
業
〞を
四
年
生
を
対
象
に
行

う
な
ど
、
六
合
地
域
と
は
密
着

し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
夏
祭
り

に
は
毎
年
吹
奏
楽
部
が
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
参
加
、
地
域
へ
の

貢
献
も
あ
り
六
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
四
十
周
年
式
典
に

お
い
て
も
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
と
密
着
し
た『
県
立
島
田
工
業
高
校
』紹
介

＊記事は一部島工通信より掲載させていただきました。　＊島田工業高校ホームページアドレス　http://www.shizuoka-c.ed.jp/shimada-th/

2011年8月27日付 静岡新聞 朝刊

文化祭に展示された自動演奏装置
子供さんたちが興味深 と々見ていました

夏祭りで演奏する吹奏楽部のみなさん

11月20日㈰

11月25日㈮

「六合小学校との連携」「高校生エコラン大会」

「島工サイエンススクール」

「六合小学校との交流 電子機械科 出前授業」

2011年12月13日付 静岡新聞 朝刊

空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
心

配
さ
れ
る
時
期
に
合
わ
せ
、
電

子
機
械
科
三
年
生
が
課
題
研
究

で
取
り
組
ん
だ
〝
圧
縮
空
気
を

利
用
し
た
射
出
装
置
〞
で
あ
る

消
火
器
を
使
っ
た
出
前
授
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

六
合
小
学
校

の
四
年
生
約
八

十
人
を
前
に
、

火
災
の
原
因
や

消
火
の
方
法
に

つ
い
て
の
説
明

を
し
た
後
、
消

火
器
の
実
演
を

行
い
ま
し
た
。

大
き
な
音
が
し

て
、
小
学
生
は

皆
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た

が
、
燃
え
て
い

た
火
が
一
瞬
に
し
て
消
え
た
の

で
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

N
H
K
の
取
材
も
入
り
、
本

校
の
生
徒
も
気
合
い
が
入
っ
て

お
り
、
し
っ
か
り
し
た
交
流
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

学科名

機械科

電子機械科

電気科

情報技術科

建築科

都市工学科

20人

20人

22人

23人

20人

24人

3次元CADインベンターによる、
ｱｾﾝﾌﾞﾙ。３Dから２Dへの図面化。

電子ノベルって何？体験してみよう！
寄せ木工芸。2種類の色の違う木を
接着してペン立てを作ります
ケント紙を使った橋梁模型の製作

マイコン制御：LEDを点灯したり、
マイコンカーを試走させます。
ｼｰｹﾝｽ制御：ﾘﾚｰを用いてﾗﾝﾌﾟを
点灯したり、ﾓｰﾀを回転させます。
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰって何？･･電気を蓄えられる
素子であるｺﾝﾃﾞﾝｻｰを使い、
LEDを点灯させたり、ｺﾝﾃﾞﾝｻｰや
LEDの仕組みを学習します。

実施人数 内　　　　　容

都市工学科 建築科機械科

電子機械科 情報技術科電気科

平
成
二
十
三
年
度
の
高
校

生
エ
コ
ラ
ン
大
会
が
静
岡
工

科
自
動
車
大
学
校
と
静
岡
県

自
動
車
学
校
の
協
力
の
下
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。前
日
の

荒
天
で
実
施
自
体
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
気

が
回
復
し
、
絶
好
の
実
施
日

和
と
な
り
ま
し
た
。本
校
か

ら
電
気
自
動
車
部
門
に
三
台

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

強
豪
の
浜
松
勢
が
ひ
し
め
く

中
健
闘
し
、
四
位
、
五
位
、
六

位
と
三
台
と
も
入
賞
し
ま
し

た
。事
前
に
島
田
自
動
車
学

校
の
コ
ー
ス
を
借
り
て
、
試

走
を
繰
り
返
し
た
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。来
年
は
更
に
上

位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
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度
の
高
校

生
エ
コ
ラ
ン
大
会
が
静
岡
工

科
自
動
車
大
学
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と
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岡
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車
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の
協
力
の
下
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実
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さ
れ
ま
し
た
。前
日
の

荒
天
で
実
施
自
体
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
気

が
回
復
し
、
絶
好
の
実
施
日

和
と
な
り
ま
し
た
。本
校
か

ら
電
気
自
動
車
部
門
に
三
台

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

強
豪
の
浜
松
勢
が
ひ
し
め
く

中
健
闘
し
、
四
位
、
五
位
、
六

位
と
三
台
と
も
入
賞
し
ま
し

た
。事
前
に
島
田
自
動
車
学

校
の
コ
ー
ス
を
借
り
て
、
試

走
を
繰
り
返
し
た
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。来
年
は
更
に
上

位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
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「島田工業高校の特色あるくくり募集」
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迎
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迎
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介
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機
械
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火
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験
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行

い
、
今
年
一
月
に
は
六
合
小
学

校
と
の
交
流〝
電
子
機
械
科 

出

前
事
業
〞を
四
年
生
を
対
象
に
行

う
な
ど
、
六
合
地
域
と
は
密
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。
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テ
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加
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献
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。
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島
田
工
業
高
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＊記事は一部島工通信より掲載させていただきました。　＊島田工業高校ホームページアドレス　http://www.shizuoka-c.ed.jp/shimada-th/

2011年8月27日付 静岡新聞 朝刊

文化祭に展示された自動演奏装置
子供さんたちが興味深 と々見ていました

夏祭りで演奏する吹奏楽部のみなさん

11月20日㈰

11月25日㈮

「六合小学校との連携」「高校生エコラン大会」

「島工サイエンススクール」

「六合小学校との交流 電子機械科 出前授業」

2011年12月13日付 静岡新聞 朝刊

空
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せ
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電
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機
械
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縮
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。
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。
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入
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す
。

学科名

機械科

電子機械科

電気科

情報技術科

建築科
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20人

20人

22人

23人

20人

24人
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ｱｾﾝﾌﾞﾙ。３Dから２Dへの図面化。
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地
震
に
よ
り
液
状
化
現
象
で
住
宅

が
被
害
に
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

住
ん
で
い
る
場
所
の
地
面
の
下
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
地
震
防
災
資
料
な

ど
か
ら
大
丈
夫
な
の
か
知
っ
て
お
け

ば
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。東
日

本
大
震
災
で
は
地
盤
の
共
振
と
建
物

の
共
振
周
期
が
同
じ
場
合
は
揺
れ
が

増
幅
し
て
思
わ
ぬ
被
害
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
が
解
か
っ
て
き
ま
し
た
。高

層
住
宅
に
住
む
方
な
ど
は
覚
え
て
お

く
こ
と
が
防
災
の
ひ
と
つ
と
な
る
で

し
ょ
う
。

地
震
動
と
共
振 

│

一
つ
の
地
震
に
は
揺
れ
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で

様
々
な
周
期
の
揺
れ
が
混
在
し
て
い
ま
す
。過
去
の

地
震
か
ら
1
秒
以
下
の
短
い
周
期
の
揺
れ
の
方
が
揺

れ
の
強
さ
が
大
き
く
、
建
物
に
与
え
る
影
響
も
大
き

い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
建
物
が
一
回
揺
れ
る
時
間
は
決
ま
っ
て
い

て
、こ
の
時
間
の
こ
と
を
、そ
の
建
物
の
固
有
周
期
と

い
い
ま
す
。固
有
周
期
は
高
い
建
物
ほ
ど
長
く
な
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
場
合
で
は
、
建
物
高

さ
（
ｍ
）
×
２
％
＝
固
有
周
期
（
秒
）
で
概
算
で
き
ま

す
。10
階
建
て
程
度
の
建
物
で
は
、
固
有
周
期
は
0
・

6
〜
0
・
8
秒
程
度
で
、
一
般
的
な
地
震
で
は
大
き

な
加
速
度
成
分
を
も
つ
周
期
に
対
し
て
共
振
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

現
行
の「
新
耐
震
基
準
」で
は
、
こ
う
し
た
強
い
影

響
を
持
つ
周
期
で
共
振
し
て
も
崩
壊
、
倒
壊
に
至
ら

な
い
よ
う
設
計
の
強
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
揺
れ
の
周
期
と
建
物

の
固
有
周
期
（
＝
建
物
が
１
回

揺
れ
る
時
間
）
が
一
致
し
た
と

き
、
建
物
は
共
振
と
い
う
現
象

を
起
こ
し
、
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

揺
れ
の
強
い
、
短
い
周
期
で

の
共
振
を
避
け
、
建
物
の
固
有

周
期
を
長
く
し
て
や
る
こ
と
で

激
し
い
揺
れ
か
ら
免
れ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　写
真
は
い
ず
れ
も
東
日
本

大
震
災
時
の
液
状
化
現
象
の

千
葉
県
内
の
様
子
で
す
。

地震波が持つ固有周期別の揺れの強さ

編
集
後
記

二
十
三
年
度
の
あ
け
ぼ
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
発
足
四

十
周
年
の
年
で
第
百
七
十
号
で

は
特
集
と
し
て
八
頁
の
増
刊
で

四
十
年
の
あ
ゆ
み
を
掲
載
し
、
未

曽
有
の
被
害
の
東
日
本
大
震
災

を
目
の
当
た
り
に
し
、
も
う
一
度

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
場
所

の
自
然
災
害
と
備
え
な
ど
に
つ

い
て
勉
強
を
し
て
み
ま
し
た
。少

し
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で

す
。東
海
地
震
発
生
の
確
率
が
高

ま
っ
て
い
る
今
日
。ま
ず
は
自
分

の
身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。ま
た
、
万
一
避
難
所
生

活
に
な
っ
た
際
に
は
ご
近
所
の

人
と
の
助
け
合
い
が
不
可
欠
で

す
。最
近
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
見
直

し
、
人
と
人
と
の“

絆”

を
深
め

た
い
も
の
で
す
ね
。

広
報
部
一
同


